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 2025 年度は、研究会として大規模な対面例会の開催には至らなかったものの、語彙研

究に関する情報収集や、今後の活動に向けた基盤づくりに力を注いだ一年であった。特に、

これまで数年間継続して実施してきた「読み切りゼミ方式」による専門書の共同レビュー

活動については、今年度は諸事情により実施を見送ったものの、その価値と意義を再確認

する機会となった。研究会内では、次年度以降の再開を視野に入れ、課題図書候補の検討

や、運営方法・実施形式の見直しを行い、より効果的で参加しやすい形での復活を目指し

た協議が進められた。 

 また、研究会メンバーはオンラインでの定期的な意見交換を通じ、最新の語彙研究や第

二言語習得研究に関する知見共有を継続して行なった。その議論の中で、「書くこと

（Typing）が語彙習得に与える影響」に関心が集まり、共同研究の方向性として注目され

るようになった。こうした流れを受け、音声を聞きながら英単語をタイピングして覚える

Web アプリ教材の試作・開発が行われ、英語語彙研究会の公式ホームページに掲載する運

びとなった（https://j-varg.sakura.ne.jp/tp/index.html）。この教材の普及により、

今後はタイピングという行為が語彙学習プロセスにどのような影響を及ぼすかについて、

より実証的な研究が展開されることが期待される。 

 以上のように、2025 年度は公式な例会開催こそ実現しなかったものの、研究会として

の活動基盤の維持・整備、さらには新たな研究テーマの萌芽が見られた意義深い一年であ

った。次年度は、今年度に行った準備と検討を基盤として、研究会活動を再び活性化させ、

語彙研究の発展に寄与するさらなる取り組みを進めていく予定である。 

 

 


